
クラウドファンディングを利用して
琉球諸語の絵本を4冊出版しました
https://readyfor.jp/projects/minato

山田真寛｜危機言語プロジェクト

66日間で304名から4,185,000円のご支援をいただきました。

ほとんどのご支援は言語コミュニティ外からでした。 消滅危機言語―「いま何もしなければなくなってしまう」

と聞いても、何をしたらいいかわからない…。 そんな中、たくさんの人たちが言語の多様性保持は

遠い南の島の問題ではなく「じぶんごと」として考えてくださいました。感謝に堪えません。

『ディラブディ』（与那国島）、『星砂の話』（竹富島）、『カンナマルクールクの神』（多良間島）、『塩一升の運』（沖永

良部島）の4冊を、言語学専門の出版社ひつじ書房から出版しました。

以下のグラフで一部を抜粋してまとめたプロジェクト開始後の統計情報などはこちらダウンロード可能です：

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1uTTG6pItLZcgfxa23yu0Qvja1gdN-OPglYTAWpKhEW8/edit?usp=sharing

「新着情報」はプロジェクト開始後から随時公開しているページです。プロジェクトサイトで今も閲覧可能です：

https://readyfor.jp/projects/minato/announcements

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1uTTG6pItLZcgfxa23yu0Qvja1gdN-OPglYTAWpKhEW8/edit?usp=sharing
https://readyfor.jp/projects/minato/announcements



